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Levels, and the Unity of Life, MW6, p.405）。神学的問題においては、超自然主義や宗教的二元論でみら
れるように、神―人の関係を、「層」として記述することは適切であるのか、という問題となる。 
































(10) ティリッヒのトレルチに対する具体的な言及は、Tillich[1924], Der Historismus und seine Probleme. Zum 





















れるからである。cf. 野家啓一 1998『哲学講義８ 歴史と終末論』岩波書店 
(16) エリアーデによれば、古代期の人々が歴史の苦悩に耐えた手段とは、「祖型（Archetypes）と反復」と
される。Eliade, [1949], The Myth of the Eternal Return, (1954), p.95『永遠回帰の神話―祖型と反復―』、
堀一郎訳、未来社 
(17) Bultmann, Rudolf.K. [1955] History and Eschatology The Presence of Eternity, 1957, Harper & Brothers 
     Löwith, Karl [1947], Meaning in History, The Univ. of Chicago Press 
     Löwith, [1950], Natur und Geschichte 
        Löwith, [1953],Weltgeschichte und Heilsgeschehen, Sämtliche Schriften2, 
J.B.Metzlersche Verlagsbuchhandlung, Stuttgart,1983 
(18) 少なくとも最終的な歴史の目標については、『組織神学』の体系内における「問い」、「歴史の意味の問
い」の範囲ではない。歴史のテロスについては、「答え」の箇所において示される、あらゆる存在の成
就としての終末において扱われるべき内容であるが、これに関しては、場を改めて論ずる予定である。 
(19) 創造と「歴史を超えた神の国」（終末）は同一ではない。生の過程で生み出された新しいものが、神の
国（終末）に付加されるからである。 
 
（きとう・ようこ 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
